
当院の特徴
■ 365日体制でのリハビリテーションを提供します
■ リハビリテーション専門医が診療に携わります
■ 多職種のチームで、集中的に患者さんの支援を行います
(医師・看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・管理栄養士・ソーシャルワーカー等)

■ 患者さん一人一人に合った社会復帰や在宅生活を実現するため、段階に応じて支援します

医療安全に着目した支援体制で
患者さんが望む生活を続けていけるよう
多職種チームでアプローチします

患者さんご家族も
チームの一員です
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病棟での生活 すべてが『リハビリ』 です
■ 日常生活における動作すべてがリハビリに繋がるよう、多職種チームで支援します
■ 「生活支援」の視点をベースに、患者さんの「したいこと」「なりたい自分」を叶えるため全力でサポート

します



対象疾患 入院期間

脳血管疾患、脊髄損傷等の発症または手術後または、義肢装着訓練 150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頚髄損傷、および頭部外傷を含む
多発外傷 180日

二肢以上の多発骨折、大腿骨、骨盤、脊椎、股関節の骨折または手術後 90日

外科手術または肺炎等の治療時の安静により生じた廃用症候群 90日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の神経・筋・靱帯損傷後 60日

股関節または膝関節の置換術後 90日
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※一般的な流れであり個人により変わり得ます

回復期リハビリテーション病棟について
回復期リハビリテーション病棟とは、脳血管疾患または骨折などの病気で急性期を脱しても、まだ医学的・
社会的・心理的なサポートが必要な患者さんに対して、多くの専門職種がチームを組んで集中的なリハビリ
テーションを実施し、心身ともに回復した状態で自宅や社会へ戻っていただくことを目的とした病棟です。

■ 入院の対象となるかたと入院期間の目安

■ 入院から退院まで

■ 退院後の支援体制
退院後は、外来・訪問・通所リハビリテーション等を続け、機能を維持していくことも大切です。地域の介護
サービス等へのご紹介も行い、退院後の生活が円滑に続けられるよう支援させていただきます。また、福祉用
具や住宅改修のご相談もお受けいたします。



■ 入院までの流れ

＊医療福祉連携センターまでご連絡いただき、診療情報提供書等をご用意下さい。
＊診療情報をもとに検討し、訪問面談に伺わせていただきます。ご家族にも同席いただき、
これからの希望を是非お聞かせ下さい。

＊その後、多職種による判定会議を行い、転院日をお知らせします。

■ 問合せ先
総合病院 回生病院 医療福祉連携センター

【TEL】 ：0877‐46‐1121（直通） 【FAX】 0877‐46‐1102（直通）

開設時間：平日 月～金曜日 8：30～17：00

電話
相談

入院
相談

入院
予約 転院

病 院 名：社会医療法人財団大樹会
総合病院 回生病院

住 所： 香川県坂出市室町三丁目5番28号
実診療時間：月～金曜日（祝祭日・年末年始除く）

9:00～12:00 13:30～17:00
電 話：0877-46-1011（代表）
U R L：https://www.kaisei.or.jp/

ｺｽﾓｽ

あなたらしい
明日への一歩を
私たちとともに
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